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Abstract
　Maruyama Masao is an eminent scholar of political science in post-war Japan. In 
particular, he specialized in the history of Japanese political thought. I will consider his 
understandings of “liberty” and “democracy” from 1936 to the first half of 1940’s when 
he experienced wartime Japan as a youth. These two notions appeared at the beginning 
of the modern age and became fundamental principles for modern society. Therefore, 
as a preparatory inquiry, it is important to examine Maruyama’s evaluation of modern 
society. The aim of this article is to investigate his estimation of modern society during 
the war.
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３ ） 「政治学に於ける国家の概念」『丸山眞男集』（以下，『集』とする）第 １ 巻（岩波書店，1996年） 14頁。
なお，ここで「普遍意思」と訳されている「ヴオロンテ・ジエネラール」（volonté générale）という
言葉はジャン＝ジャック・ルソーの用語であり，今日では「一般意志」と訳すのが定説になっている。
４ ） 同上『集』第 １ 巻 17頁。
５ ） 同上『集』第 １ 巻 18頁。


































ていたことは明白である。『集』第 ２ 巻（岩波書店，1996年） 182頁。


































 10） 「自然と作為」『集』第 ２ 巻 ７ 頁。










































 14） 　丸山がそのうちの １ 人としてあげているのが河合栄治郎である。『丸山眞男　回顧談　上』（岩波
書店，2006年） 153頁。
 15） 「著者序文」『集』第12巻 94頁。
 16） 同上『集』第12巻 90頁。






























 18） 「『日本政治思想史研究』あとがき」『集』第 ５ 巻（岩波書店，1995年） 290頁。
 19） 「徂徠学」『集』第 ２ 巻 305頁。
 20） 「麻生義輝『近世日本哲学史』を読む」『集』第 ２ 巻 181頁。





































































 24） 『丸山眞男手帖　46』（丸山眞男手帖の会，2008年） 18頁。




















講座派的側面が現れていることになる。『丸山眞男集　別集』第 １ 巻（岩波書店，2014年） 34頁。
 27） 「日本の思想」『集』第 ７ 巻（岩波書店，1996年） 227頁。
 28） 「『である』ことと『する』こと」『集』第 ８ 巻（岩波書店，1996年） 26頁。
　　 　その後も，この丸山の分析と同様に，「前近代」と「近代」の結合のもとで日本の経済発展が達成
されたとみる見解が示されている。たとえば，内田義彦は次のように述べている。
　　　 「だが，何故そんなに超急速度に超近代化されたかという理由の中に，前近代的なものがあると私
はいいたい。つまり，機構上，思想上の前近代の存在が，いわゆる『近代化』を阻止するという
形でなくて，超近代を超スピードで作りあげる，そういう仕組みに鋳こまれているということを
考えてみたいと思うわけです」。内田義彦『日本資本主義の思想像』（岩波書店，1967年） 336頁。
　　 　また柳父圀近は日本の近代化について，「超近代的な科学技術や社会技術（たとえば品質・人事管
理や市場調査などの管理技術，総じて官僚制）だけを『定着』させて」おり，しかもそれらが，「市
民社会以前の伝統的・共同体的な諸エートスによって強力にささえられてきた」という分析を行っ
ている。柳父圀近『ウェーバーとトレルチ』（みすず書房，1983年） ４ 頁。
